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行事予定

2月13日 卓話 「上尾市の
             　平和事業について」
             上尾市 市民生活部
                   市民協働推進課

2月20日 卓話 「平和について」
             上尾市青少年育成推進員
             協議会 大谷内久美子様

2月27日 ＩMに振替
　　　　（例会場・時間変更）
             桶川市民ホール「響の森」

ゲスト
上尾伊奈資源循環組合
　　　局長　林田　史浩様

2024-2025年度　門崎　由幸会長会長あいさつ
　皆さん、こんにちは。本日もご出席いただきありがとうございます。

　早速ですが今朝も福島で地震があり、ここ数日、常に地震があるよ

うに感じます。先週１月17日、30年前のこの日の、午前５時46分に阪

神淡路大震災が発生しました。災害関連死も含め6434人が亡くなりま

した。発生から30年となった今年１月17日、神戸市中央区の公園「東

遊園地」には、犠牲者を悼む燈籠・キャンドルが『1.17』や『よりそ

う』という文字の形に並べられ、地震が発生した午前５時46分には訪

れた人たちが黙とうを捧げました。神戸市によると追悼の集いに訪れ

た人は７万５千人で、去年に比べ２万５千人多かったそうです。この

日、各地で追悼行事や当時の体験を語り継ぐ会などが行われ、震災の

記憶を次の世代に伝える取り組みが一日を通して続きました。

　30年前、阪神淡路大震災が発生した時、私は27歳でした。上尾青年

会議所に入会した翌年で、１月は毎年京都会議が開催され、初めての

京都会議になるはずでしたが中止になりました。1995年は日本青年会

議所に出向しており、規則拡大委員会・島村副委員長のカバン持ちで

出向したつもりでしたが、その小委員会ではなく、関西から出向して

いる副委員長の小委員会でありました。わからないことばかりでした

が、工夫をして勉強をさせていただき貴重な経験となりました。

　21年前、2004年（平成16年）10月23日（土）17時56分に新潟中越地

震が発生しました。当時私は理事長予定者で、メンバー数人が多少の

物資を持って新潟に行きました。なんの情報もなく、なんとか到着、

さまざまな現地の情報を共有し、何が足りないか、またどこに必要な

のか連絡を取りあい、行政や各団体に協力を仰ぎ対応しました。私も

現地に行くつもりでしたが、理事長予定者だからということで待機に

なり、発生から３日間事務局に張り付いていました。その間、さまざ

まな所から連絡が入り、現地へのルートや足りない物資についての問

い合わせがたくさんありました。現地に向かったメンバーも３日後に

帰ってきました。今振り返ると、メンバーが無事に帰ってこれたのが

奇跡だったのかなと思います。

　14年前、2011年３月11日には、14時46分に東日本大震災が発生しま

した。地震直後、私は川越のマンションの改修の打合せをしていまし
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例会日　毎週木曜日　12：30～13：30
例会場　上尾東武ホテル3F（コミュニティホール）
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で定められているということになります。現在は風

光風速計で気象観測を行っているということになり

ます。その他、大気質調査、騒音・振動調査、悪臭

調査、 動物・鳥類調査を行っているところです。

　最後に事業スケジュールを説明します。期間とし

てはちょっと長い期間になりますけれども、現在、

令和６年の施設整備基本計画を行い、令和７年度中

の策定に向けて検討しています。先ほど説明した施

設概要をこの基本計画の中に盛り込むということに

なります。令和８年度に事業者選定を行う予定で、

建設予定地の都市計画決定８年度末になる見込みで

す。それから用地取得を令和９年、10年に行い、令

和９年後半から設計・建設工事を行う予定となって

おり、令和15年度の稼働を目指しまして進めている

というところになります。

　最後にお知らせです。組合のホームページに進捗

状況を載せ、３月中旬頃には市内・町内の各地区へ

途中経過を報告にお伺いする予定となっております。

お時間があれば、ぜひ参加していただければと思い

ます。以上が上尾伊奈ごみ処理施設整備の状況です。

引き続き、組合の事業へのご理解ご協力をよろしく

お願いいたしま

す。本日はお時

間をいただき誠

にありがとうご

ざいました。

スマイルスマイル
門崎会長／齋藤哲雄幹事／坂本副会長／大木崇寛副幹事／大塚信郎会員／

小林会員／尾花会員／大木保司会員／島村会員／齋藤博重会員／

久保田会員／関口和夫会員／藤村会員／須田会員／樋口会員／宇多村会員／

長沼会員／丹井会員／関口良康会員／木田会員／山崎会員／荒井会員

会員数　　　　33

出席免除　　　 2　　　

出席対象者　　31

出席者数      22

出席率

  70.97％

林田様、卓話いただき。ありがとうございました。
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幹　事　報　告
齋藤　哲雄　幹事 

上尾伊奈ごみ広域処理施設整備について

◇2月27日（木）、第５

グループのインターシテ

ィミーティングが開催さ

れます。13時30分点鐘、

桶川市民ホール響の森で

行いますので、皆様ご出

席のほどよろしくお願いを申し上げます。

◇２月４日（火）、イコス上尾ホールで上尾市社会

福祉協議会の「地域の福祉を考える感謝の集い」で

たが揺れる前に地下の防火水槽から水が噴き出し、

おかしいなと思った直後、震度５くらいの大きな揺

れが起き、マンションの住人が外に出てきました。

打合せは中止になり、会社に戻るために16号バイパ

スを走っていたら、余震で上江橋が大きく歪むくら

いに揺れていました。会社ではなく自宅に戻り、家

族の安否を確認して、ＪＣは卒業していましたが、

今までの経験を生かして動かなければと考え有志で

集まり、物資を集めたり、上尾駅で市民の皆さまに

協力の依頼等も行い、また当時の理事長が大木崇寛

会員だったので、現役とも情報を共有しました。最

終的には集まった物資を久保田会員にトラックで現

地へ届けていただきました。

　そして昨年１月１日、16時10分に能登半島地震が

発生しました。多くの道路が被害を受け、暮らしに

大きな影響が出ました。今日までに主要な幹線道路

はおよそ９割が復旧しましたが、まだ片側通行の場

所が多く、各地で渋滞が頻発し、復興に欠かせない

砂や石などの資材の運搬を妨げる大きな原因になっ

ています。１年が過ぎ、深刻な人手不足や進まない

公費解体が、復興が進まない要因で、被災地で雇用

をいかに生み出すか、「関係人口の拡大」が復興の

キーワードかなと思います。

　少し地震について調べましたが、1995年の阪神淡

路大震災の120年前からマグニチュード７前後の地

震が約20回あり、以降今日までで同程度の地震は24

回発生しています。年明け、１月13日に宮崎で地震

が起き、政府の地震調査委員会が南海トラフで30年

以内に大規模地震が発生する可能性が約80％に引き

上げました。いつ起こってもおかしくない地震に、

一人一人が備え、できる対策を行うことが大切だと

思います。本日もよろしくお願いいたします。

例　会　主　題

　本日は貴重なお時間あ

りがとうございます。そ

れでは私が所属している

上尾伊奈資源循環組合の

業務であります、ごみ広

域処理施設の整備状況に

ついてご説明させていただきます。

　まず初めにごみ処理施設整備事業の目的について

お話しいたします。現在の両市町のごみ処理施設で

は、上尾市の西貝塚環境センター、伊奈町のクリー

ンセンター、ともに稼働開始から20年以上が経過し

ている状況です。施設の老朽化が非常に進んでいる

ことから後継施設の検討が必要となり、ごみ処理施

設の集約化による持続可能なごみ処理体制の構築を

進めるとなりました。上尾市と伊奈町が一緒に業務

を進めるにあたり、令和5年4月に、一部事務組合で

あります上尾伊奈資源循環組合を設立し、新たなご

み処理施設の建設、運営を準備していることになり

ます。令和6年3月に、上尾伊奈ごみ処理施設整備基

本構想を策定し、ごみ処理施設の基本的な方向性や

施設整備の前提条件を整理しています。この基本構

想の中に４つの基本方針があります。①環境にやさ

しい施設、②安全、安心で、安定した施設、③地域

に貢献し、住民に親しまれる施設、④経済性に優れ

た施設、この４つを定めており、組合と市・町と連

携しまして、住民、事業者の協力を得ながら、この

基本方針を基に施設整備を進めているということに

なります。現在、基本構想からさらにより具体的な

整備基本計画を策定するためにごみ処理施設建設検

討委員会というものがあり、この中で調査審議を進

めているというところです。検討委員会は有識者の

上尾伊奈資源循環組合　局長　林田史浩様

感謝状の贈呈式があり、門崎会長が出席予定となっ

ています。

◇２月28日（金）14時より、地区ロータリー財団の

補助金セミナーが開催されます。こちらは門崎会長、

私齋藤、坂本副会長、大木副幹事が出席予定です。

◇第32回チャリティゴルフ大会が４月７日（月）に

プレステージで開催されると川口モーニングＲＣか

らの案内がきています。登録料は8,000円です。参

加希望者がいましたら幹事までご連絡ください。
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方、住民代表の方、行政職員で構成されています。

本日は、この検討委員会の中で、これまでに検討さ

れた内容についてご説明させていただきます。なお

建設予定地の位置は、図の中央の赤い斜線の伊奈町

大字小室地内です。

　まずは施設の配置計画（案）について説明します。

図の中央の「Ａ」とあるあたりが可燃物処理施設で

す、不燃・粗大ごみの処理施設、資源物の処理施設

とストックヤード（一時保管場所）が入ります。右

隣りに管理棟、それから駐車場、雨水調整池等を整

備する予定となっています。管理棟には、職員の事

務室や見学者の受け入れを行っていくということに

なります。工場棟の方は、近隣への圧迫感がないよ

うに民家からなるべく離れた配置をしています。そ

して管理棟と工場棟とは別棟という形になっていま

す。メインの出入口は、南側の方にこれから整備さ

れる都市計画道路上尾伊奈線側を予定しています。

図では、下の方になりますが、工場棟へは「Ａ」の

方から、管理棟へは「Ｂ」の方から出入りするとい

う形になります。パッカー車や一般車両といったゴ

ミを持ってきた車の出入口、待機車両の動線となる

搬入路は「Ａ」のところになりますが、パッカー車

と一般車両を別々に150メートル以上ずつ確保して、

施設に来た車が溢れ出て周辺の道路に影響を与えな

いように考慮しています。そしてパッカー車につい

て、「Ａ」から出ると混雑が激しくなる可能性が考

えられますので、「Ｃ」の県道埼玉菖蒲線に左折で

出られるように 今検討しているところです。

　続いて工場棟内の施設の計画諸元について説明し

ます。工場棟は４つの施設からなっております。ま

ずは「可燃物処理施設」の処理能力は1日あたり180

トンを設置する予定になっています。180トンを燃や

す炉は、おそらく90トン×２炉を設ける予定です。

処理方式について現時点では、焼却方式（ストーカ

式）、もしくはストーカ式と乾式メタン発酵を組み

合わせたメタンコンバインド方式のどちらを選択す

るかというところまで今絞られているところです。

煙突の高さについては、景観上の観点を踏まえ59メ

ートルとなっています。「不燃・粗大ごみ処理施設」

は１日あたり27.9トン、不燃と粗大ごみを処理する

ものです。「資源物処理施設」は、缶類、ペットボ

トル類、ビン類、プラスチック類を処理し、その能

力は１日あたり44.6トンです。「ストックヤード」

は民間事業者に資源を委託し、紙類・布類、牛乳パ

ック、蛍光管や小型家電を一時的に保管する場所と

いうことになります。

　続いて給水・排水計画について説明します。給水

については、生活用水、プラント用水ともに水道の

水を利用する予定です。排水について、生活系排水、

プラント系排水ともに下水道を引いて放流する、ま

たは完全クローズドといって工場内で処分、処理す

るという形のものを 採用する予定になっています。

どちらが採用されても周辺水域に影響を及ぼさない

排水方法という形になります。

　施設の受付時間、受付日については、原則としま

して、平日月曜日から金曜日８時30分から16時30分

を現時点で最大幅に設定しており、今後、市・町と

調整の上、詳細を決定する形になります。以上が現

在、検討委員会の方で検討された概要になります。

　現在行っている事業の１つを少しご紹介しますと、

環境影響評価の現地調査を行っています。ごみ処理

施設の整備にあたり、施設建設での周辺環境への影

響が低減できるよう、建設前に建設予定地周辺の状

況を把握して、工事着工後にどんな影響があるかと

いうことを、調査し把握に努めています。この手続

きのことを環境影響評価と言い、国や県の方で法令


